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１　調査の概要

（１）　目的
　　令和５年４月施行のこども基本法では、国や地方公共団体は、こども施策の策定等に当たり、こども・若者
　や子育て当事者等の意見を反映させるための措置を講ずるものとされている。令和７年度から計画期間が
　開始となる次期さっぽろ子ども未来プランの策定に向け、若者の現状や意識を把握しプランに反映するた
　め、本調査を実施。

（２）　調査対象と回答サンプル数：
　○18歳～39歳の男女
　○回答数：855件

（３）　調査手法：
　◯Grafferスマート申請を用いたオンラインによる調査
　（札幌市公式LINEから登録者へ案内、子ども未来局Xへの投稿及び市公式Xでのリポスト、及び札幌市公式
　　ホームページに掲載し周知を実施）

（４）　調査期間：
　令和６年７月29日～令和6年８月31日
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２　調査結果
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（１）　回答者属性（性別・年齢）

● 性別 ● 年齢

● 答えた方の性別は、女性が６割を占めている。また、年齢別にみると、３５～３９歳が４１．５％と最も多く、
次いで３０～３４歳が２９．７％となっており、３０代が７１．２％となっている。
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（１）　回答者属性（居住地）

● 居住地

4



（１）　回答者属性（婚姻状況・同居者）

● 婚姻状況 ● 同居者（複数回答可）

● 婚姻状況は、配偶者ありが５８．４％と最も多く、次いで未婚が３８．０％と続いており、半数以上は配偶者が
いることがわかった。

● それに伴い、同居者では配偶者（５６．７％）や子（４６．５％）の割合が高い。父母との同居も一定数見られる。

その他(3件)の内訳
・職場の後輩(1)
・里子(1)
・障がい者施設(1)
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（１）　回答者属性（仕事）
● 仕事の状況

● 正規雇用が６４％と一番多い一方で、非正規雇用（パート・アルバイト、派遣社員、契約社員・嘱託）が１６．０％
と一定数みられる。また、求職中の答えた方も３．４％いる。

その他(11件)の主な内訳
・就労支援B型通所事業所(３)
・複数の仕事のかけもち(1)
・宣教師(1)
・育休中(1)　など
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（２）　考え方について

問：自身についてどのくらいあてはまるか。
『あてはまる』が69.2%

● 自己肯定感につながる各設問について、「あてはまる」の割合が特に高いのは「自分が困ったときには、助け
てくれる人がいる」（８６．１％）。一方で、「自分には様々な可能性があると思う」（５６．１％）、「今の自分が好き
だ」（５８．８％）については、「あてはまる」の割合は6割未満である。
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『あてはまる』が８６．１%

『あてはまる』が５６．1%

『あてはまる』が６９．６%

『あてはまる』が５８．８%



問　相談できる人はいるか

（３）－①　相談先の有無
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● 85.1%が相談できる人が
「いる」と答えている一方
で、１４．９％が相談できる
人が「いない」と答えてい
る。



（３）－②　誰に相談するか

● 相談できる人が「い
る」と答えた方の相
談先は、「家族」
（７７．３％）、「友人」
（４９．２％）、「職場
の上司・同僚」（２５．
１％）の順に多い。

問　誰に相談するか（複数回答可）

その他(２8件)の主な内訳
・医療関係者(６)
・子どもの通所先・通園先の関係者(４)
・SNS上のつながり(２)　など
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（４）－①　家族以外の人とのつながり

問　家族以外のとつながりがあるか
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● ８７．０％が家族以外とのつな
がりが「ある」と答えている一
方で、１３．０％が家族以外と
のつながりが「ない」と答えて
いる。



（４）－②　家族以外の人とのつながり方

問　つながりはどのようなものか（複数回答可）

● 家族以外とのつながり
が「ある」と答えた答え
た方にどういったつな
がりがあるか聞いたと
ころ、「楽しく話せる時
がある」（７０．９％）、
「あいさつなどの会話
をしている」（５５．
１％）、「会話やメール
・SNS等をよくしてい
る」（５１．６％）といっ
たつながり方がみられ
た。

その他(１１件)の主な内訳
・食事や遊び、趣味など楽しめる時間
の共有(６)
・町内会の活動(１)　　　など
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（５）－①　居場所の有無

問　居場所はあるか
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● ８８．８％が居場所が「あ
る」と答えている一方で、
１１．２％が居場所が「な
い」と答えている。



（５）－②　居場所の種類
問　「居場所」は次のうちどこか（複数回答可）

● 居場所が「ある」と答え
た方にあなたの居場所
がどこか聞いたとこ
ろ、「家庭」（６６．３％）
が最も多く、次いで「自
分の部屋」（５１．２％）、
「職場・アルバイト先」
（３２．６％）となってい
る。

その他(14件)の主な内訳
・飲食店（３）
・旅行先(１)
・恋人の家(１)　　　　など
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（５）－③　居場所とは何か
問　「居場所」とはどんなところか（複数回答可）

その他(２１件)の主な内訳
・自分の役割や存在意義があ
 る場所（８）
・安心安全な場所(３)
・仕事ができる場所(２)
・帰ってもいい・受け入れて
 もらえる場所（２）　　　　など

● あなたにとっての居場所と
はどんなところかを聞いた
ところ、「落ち着いてくつろ
げる場所」（７６．０％）が最
も多く、次いで「周りに気を
つかわず、自分のペースで
いられる場所」（６４．２％）、
「好きなものがあったり、好
きなことができる場所」
（５３．２％）となっている。
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※居場所の有無と家族以外とのつながりの有無の関係

● 家族以外とのつながりが「ある」と答えた方のうち、

94.4%が居場所が「ある」と回答しており、家族以外

とのつながりと居場所の認識に強い相関が見られる。

● 家族以外とのつながりが「ない」と答えた方のうち、

48.6%が居場所が「ない」と回答している。これは、

「家族以外とのつながりがある」層の「居場所がない」

割合（5.6%）と比較して非常に高く、家族以外とのつ

ながりの有無が居場所の認識に大きく影響している

ことが分かる。

● この結果から、家族以外の人間関係を持つことが、個

人が「居場所」を認識する上で非常に重要な要素と

なっていることが示唆される。
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Q3: 家族以外とのつながりの有無

上段：実数

下段：割合
サンプル数 ある ない

Q4：居場所の有無

全体 855
87.0% 13.0%

744 111

ある 759
94.4% 51.4%

702 57

ない 96
5.6% 48.6%

42 54



（６）－①　札幌市や行政機関への意見表明の有無と機会の有無

問　札幌市や行政機関に対して思うことや

伝えたい意見はあるか

問　札幌市や行政機関に対して思うことや

意見を伝える機会はあるか

● 札幌市や行政機関に思うことや伝えたい意見が「ある」と答えた方が７６．８％と多い一方で、意見を伝える機
会が「ある」「どちらかといえばある」と答えた方は２５．８％と少なくなっている。
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（６）－②　札幌市や行政機関への意見表明しやすい手段

問　どのような手段が札幌市や行政機関に意見表明しやすいか（複数回答可）

● 意見表明の手段につ
いて、「インターネット
のフォーム」（７２．
３％）、「アンケート
（Web）」（６９．
８％）、「SNS」（３４．
４％）、「オンライン」
（３１．５％）、「メール」
（３０．１％）といった、
インターネット等を活
用した手段の割合が
高くなっている。

その他(６件)の主な内訳
・多種多様な市民が自由に意見交換す
る（２）
・メディアの前（１）　など

17



（７）　関心のある社会的課題

問　子どもや若者に関する社会的な課題で関心のあるものは何か（複数回答可）

● 結果のグラフは次ページに掲載

● 子ども・若者に関する社会的な課題について、「少子化（出生率の低下）」が 7割

を超えており、関心の高さがうかがえる。また、「いじめ・人間関係のトラブル」

「自己肯定感の低下」「SNSやインターネット上のトラブル」といった、実生活や

ネット上での対人関係を起因としたトラブルや、自己肯定感の低下が問題と捉え

られている状況がうかがえる。
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その他(３８件)の主な内訳
・税金の使途（５）
・同性婚やLGBTQに関す
ること（４）
・障がい者支援(３)
・子ども向けの遊び場や居
場所の充実（３）　　　　など
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（８）　子どもや若者のために札幌市にしてほしい取組

問　子どもや若者のために札幌市にしてほしい取組は何か（複数回答可）

● 5割以上の方が札幌市
にしてほしいと回答し
た取組は、「安心してく
らせる地域づくり」
（６２．８％）、「ワーク・
ライフ・バランスが整っ
た雇用環境の推進」
（６０．２％）、「子ども・
若者の居場所づくり」
（５３．７％）となってい
る。

その他(６２件)の主な内訳
・妊娠・出産や子育てに関する支援（１１）
・若者への経済的支援を軸にした少子化対策（５）
・課税世帯への経済的な子育て支援の充実（５）
・子ども医療費助成の所得制限撤廃（４）
・若者の賃金上昇や所得改善(３)　　　など
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（９）　理想の札幌市の姿
問　札幌市がどのようなまちになってほしいか（複数回答可）

● 結果のグラフは次ページに掲載

● 札幌市がどのようなまちになってほしいかについて、「地下鉄やバス、新幹線な

ど交通機関が整備されて便利なまち」（７２．０％）、「子ども・若者の権利が守ら

れ、全ての人が子ども・若者を大切にしているまち」（６５．０％）、「犯罪や交通事

故が少なく、安心して暮らせるまち」（６４．８％）が続いており、公共交通機関等

のハード面の整備や犯罪等を軽減させる取組を推進し、便利で安心して暮らせ

るまちにすることに加え、子ども・若者の権利が尊重されるまちづくりが求めら

れている。
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その他(40件)の主な内訳
・若者が「ここで子どもを生み育て
たい」と思えまち（６）
・現に生活している市民を大切にす
るまち（３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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